６．地区別土地利用方針
①門真市北島地区
	⑴土地利用の現状
北島東地区及び北島東第２地区においては、土地区画整理事業により大型物流施設が誘致され、それぞれ土地利用がされています。残る北島西・北地区については、大半が農地として利用されていますが、西側の市道大和田茨田線や東西を走る市道岸和田守口線沿いには民家、資材置き場、工場等の立地がみられます。
⑵土地利用方針
　市街化調整区域については、農地保全とともに商業・業務、住宅等の高度立体複合利用地として沿道利用や市民のコミュニティの核、スポーツ文化の核など新しい生活・産業エリアとしての土地利用を基本とします。
	土地利用方針図
[image: image8.emf]

	地区面積
	全体：約
42.5ha
東地区：約
8.5ha

東第２地区：約
3.0ha

西・北地区：約
31.0ha

	事業手法（事業予定者）
	［東地区］ 土地区画整理事業（組合施行）
［東第２地区］ 土地区画整理事業（組合施行）
［西・北地区］ 土地区画整理事業（組合施行）

	まちづくり協議会等の設立状況
	［東地区］
H28.7.5　 土地区画整理組合 設立
H31.3.28  土地区画整理組合 解散　
［東第２地区］
R3.3.24　 土地区画整理組合 設立
R6.3.25   土地区画整理組合 解散　
［西・北地区］
R5.10.28　土地区画整理準備組合 設立

	まちづくりのルールの設定状況

	［東地区］ 地区計画
［東第２地区］ 地区計画
［西・北地区］ 未設定

	今後の取組み方針

	西・北地区については、土地区画整理事業実施に向け、地元意向調査等の取組みを行います。


②四條畷市砂地区
	⑴土地利用の現状
沿道商業ゾーンとして位置付けた一般国道170号沿道については、地区計画により、民間主導のまちづくりが進み、カー用品店、飲食店等が立地しています。
地区北東部の農住共存ゾーンの一部については、住宅としての土地利用が進んだことを踏まえ、市街化区域に編入しました。
地区北側の流通業務ゾーンでは、資材置場などが立地し、南側の農住共存ゾーンには農地、住宅、資材倉庫等が混在しています。
懸案であった地区中央部の文教施設地については、平成22年３月末に府立四條畷北高等学校が廃校となり、その後、府立交野支援学校四條畷校として利用されておりましたが、令和11年度から、小学部を加えた本校化が決定されました。
これらの変化を踏まえ、令和６年度より、既存の土地利用を踏まえた地域主導によるまちづくりの検討を再開しました。
⑵土地利用方針
「商業・業務・住宅・農地」の調和のとれた「安全」で「快適」なまちづくりの形成を図ります。
	土地利用方針図（H18年度 まちづくり基本構想）
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	地区面積
	約13ha

	事業手法（事業予定者）
	検討中（一部、調整区域の地区計画を決定済）

	まちづくり協議会等の設立状況
	平成16年11月

	まちづくりのルールの設定状況

	H16.11 「申し合わせ書」の「締結」
H18.7　「基本構想」の策定
H18.11 「砂第1地区　地区計画」の決定

	今後の取組み方針

	府立交野支援学校四條畷校の本校化が決定されたことに伴い、令和６年度より地域主導によるまちづくりの検討が再開されました。今後、土地利用に関するアンケートを実施した上で、まちづくりの方向性を検討していきます。


③四條畷市砂・蔀屋地区、寝屋川市新家二丁目・讃良東町地区
	⑴土地利用の現状
［四條畷市］
地区の大部分は大規模商業施設と駐車場が占めています。他には外環状線沿いには飲食店やガソリンスタンド、南西部には下水処理施設である水みらいセンターが立地しています。
［寝屋川市］
地区の大部分は大規模商業施設が立地されており、西側は公園となっています。
⑵土地利用方針
［四條畷市］
本地区において、四條畷市の都市計画マスタープラン等の目指す土地利用の方針にふさわしい、広域的な拠点性のある魅力的な土地利用を図ります。そのため、緑豊かな環境を保持し、大規模街区による土地利用を図り、複合的な都市機能を有する大規模集客施設等を立地させるものとします。
大規模集客施設の周辺地区について、国道170号沿道の交通利便性を活かした土地利用を図ります。また、区域内には下水処理施設である水みらいセンターが位置し、既に整備がされている公共施設の機能を損なわないよう維持・保全を図ります。
［寝屋川市］
本地区において、寝屋川市の都市計画マスタープラン等の目指す土地利用の方針にふさわしい、広域的な拠点性のある魅力的な土地利用を図ります。そのため、緑豊かな環境を保持し、大規模街区による土地利用を図り、複合的な都市機能を有する大規模集客施設等を立地させるものとします。

＜新家地区＞
・Ａゾーン

第二京阪道路の整備効果を活かした広域的な商業施設や流通業務施設の立地を中心に、大規模街区による計画的な土地利用を図るものとします。

・Ｂゾーン

第二京阪道路の整備により非居住系の土地利用を誘導し、利便性・快適性の向上を図ることを目的とした、商業施設や沿道系サービス施設を主体とした施設の誘導を図ります。

＜讃良東町北地区＞
・Ａゾーン

　商業・居住機能の誘導を図ります。

・Ｂゾーン

　工業・業務機能の誘導を図ります。

・Ｃゾーン

　都市施設の維持・保全を図ります。
	土地利用方針図
［四條畷市］
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※新家地区地区計画図
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※讃良東町北地区地区計画図

	地区面積
	［四條畷市］
約22.0ha

［寝屋川市］
新家地区　約6.9ha、讃良東町北地区　約5.6ha

	事業手法（事業予定者）
	［四條畷市、寝屋川市］　民間開発

	まちづくり協議会等の設立状況
	［四條畷市、寝屋川市］　未設立

	まちづくりのルールの設定状況

	［四條畷市砂・蔀屋地区］
H25.11.26　「砂地区地区計画」の告示
H28.3.30 　「砂地区地区計画」の告示

［寝屋川市新家・讃良東町北地区］
H25.11.25  「新家地区地区計画」の告示
H28.3.30   「新家地区地区計画」及び
「讃良東町北地区地区計画」の告示

	今後の取組み方針

	［四條畷市］
引き続き、地区計画による計画的な土地利用の誘導を図り、広域的な商業等の都市機能を備えた地域整備と産業振興を促進していきます。
［寝屋川市］
地区計画に基づいた土地利用を促進します。


④寝屋川市小路地区
	⑴土地利用の現状

第二京阪沿道の北側は商業施設、西・南側には物流施設が立地しており、東側は農地が集約されています。
⑵土地利用方針

地区計画の目標を実現するため当地区を区分し、それぞれ次の方針により調和の取れた土地利用を誘導します。また、土地の有効利用を図るため、敷地の共同利用化を促進します。

・物流・業務地区（Ａ地区）

幹線道路沿道を活かした物流施設や商業施設が立地する土地利用を図ります。

・複合業務施設（Ｂ地区）

新市街地にふさわしい産業・サービス施設等が立地する複合的な土地利用を図ります。

・複合住宅地区（Ｃ地区）

既存集落との調和を図った住宅地を中心とする土地利用を図ります。

　


	土地利用方針図


地区計画図
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	地区面積
	【土地区画整理施行面積】約10.6ｈａ

【地区計画面積】約12.5ha

	事業手法（事業予定者）
	土地区画整理事業（土地区画整理組合）

	まちづくり協議会等の設立状況

	H17.7.31　「小路地区まちづくり協議会」の設立

H26.12.12 「小路土地区画整理組合」の設立

H31.3.28　「小路土地区画整理組合」の解散

	まちづくりのルールの設定状況

	H18.4.22　「申し合わせ書」の締結

H26.9.8　 「小路地区地区計画」の告示

	今後の取り組み方針

	大規模な工業施設等が立地する地域については、工業・産業系の土地利用の維持に努めます。


⑤寝屋川市高宮地区
	⑴土地利用の現状
　土地利用状況としては、ほとんどが農地となっていますが、外環状線沿いに運輸業等の施設の立地が見られます。

⑵土地利用方針
寝屋川市都市計画マスタープラン
（令和３年度策定）
「自然環境共生ゾーン」として位置付けられており、市内に残された貴重な空間としての保全を前提とした上で、周辺の市街地形成状況等を踏まえ、地域のまちづくりに資する新たな土地利用を誘導していく必要がある地域について、周辺環境や景観とのバランスを図りつつ、計画的な土地利用の誘導に努めます。
	土地利用方針図
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	地区面積
	約7.0ha

	事業手法（事業予定者）
	―

	まちづくり協議会等の設立状況

	H21.1.18 「高宮地区まちづくり協議会」の設立
H27.3.7　「高宮地区まちづくり協議会」の解散
H27.3.7　「高宮地区の農地を守る会」の設立
R4.2.20　「高宮地区の農地を守る会」の解散
R4.2.20　「高宮地区の農地の今後を考える会」の設立

	まちづくりのルールの設定状況

	H27.3.7　「高宮地区の農地を守る会　申し合わせ書」の締結
H31.3.27  「高宮地区の農地を守る会」農空間づくり協議会の認定

	今後の取り組み方針
	農地の今後について、検討されている。


⑥寝屋川市宇谷地区
	⑴土地利用の現状
本地区には、大規模な工場やごみ処理施設、小規模な事務所や倉庫といった業務系施設の立地とともに、小学校、住宅地など多様な土地利用がなされています。
⑵土地利用方針
地区計画の目標を実現するため当地区を区分し、それぞれ次の方針により調和の取れた土地利用を誘導します。
・工業流通業務ゾーン
第二京阪道路や広域交通のアクセス道路沿道に接続した地区のポテンシャルを活かし、既存の土地利用との調和を図り、工業流通業務機能の集積を図ります。
・住宅ゾーン
地区周辺の環境と調和した、住宅を主体とした土地利用を図るとともに、主要地方道沿道部分については、そのポテンシャルを活かした沿道サービス機能の土地利用を図ります。
	土地利用方針図

※宇谷地区地区計画図

	地区面積
	約30.6ha

	事業手法（事業予定者）
	―

	まちづくり協議会等の設立状況
	未設立

	まちづくりのルールの設定状況
	H23.3.29 「宇谷地区地区計画」の告示

	今後の取り組み方針
	地区計画に基づいた、土地利用を促進します。


北島西・北地区


（市街化調整区域）








北島東


第２地区





北島東地区
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